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利用したデータセットと輸出開始企業の定義について説明する。 第 4 節で、 実証分析の枠組みを説明













せるという 「輸出による学習効果」 の存在については、 頑健に実証されているとはいえない。 しかし、















例えば、Damijan et al. (2010)  は、スロベニアの企業レベル・データを利用して、イノベーションと
輸出との因果関係を分析している。彼らの研究では、輸出の経験がある企業はプロセス・イノベーシ
ョンを活発化させる傾向が見られるが、 輸出の経験はプロダクト・イノベーションには明確な影響を
与えない、と結論づけている。一方、Hahn (2010)  は、韓国の工場レベルのデータを分析し、輸出し
ている工場は、新製品の生産を開始する可能性が高いことを示している。さらに、Hahn (2010)  の研
究結果は、 単に輸出することだけでなく技術受容能力も、 新製品の導入に重要な要因であること示唆





だ十分に解明されているとはいえない。Damijan et al. (2010)  は、輸出による学習効果は、企業の技術
的効率性を高めるようなプロセス・イノベーションを通じて実現されるもので、新製品の導入（プロ
ダクト・イノベーション）を通じて実現されるものではない、と結論づけている。一方、Hahn (2010) 
の結果は、輸出が新製品の導入を促進することを示しており、Ito and Lechevalier (2010) は、輸出に
よる学習効果の実現には企業の技術受容能力が重要であることを主張している。さらに、Yashiro and 







                                                  
4  たとえば、Griffith et al. (2006)  はプロダクト・イノベーションよりもプロセス・イノベーションの方が
生産性上昇に影響を与えることを示している。スペイン企業について、Cassiman and Golovko (2007)  はイ
ノベーションと生産性との間に正の相関があることを示し、さらに、Cassiman et al. (2010)  はプロセス・
イノベーションよりもプロダクト・イノベーションのほうが輸出の意思決定に与える影響が大きいことを
見出している。同様な結果を、Becker and Egger (2007)  と Bocquet and Musso (2010)  がそれぞれ、ドイツ企
業、フランス企業について示している。ベルギー企業についての van Beveren and Vandenbussche (2009)  の
研究は、プロダクト・イノベーションかプロセス・イノベーションかのどちらかではなく、両者の組み合
わせが輸出開始の確率に影響を与えることを示唆している。一方、多くの研究でイノベーションと輸出企
業の生産性との間に正の相関があることが示されているが、Bellone et al. (2010)  は、輸出企業の生産性プ
レミアムに対するイノベーション能力の貢献はあまり大きくない、と結論づけている。 








3.1  データの説明 


















入の地域別データを企業レベルで得られることなど、 本調査の個票データを利用するメリットは多い。  
  分析にあたり、売上高、従業者数、賃金総額、有形固定資産、減価償却額、仕入高のいずれかのデ
ータが負または欠損値になっているサンプルは、 分析対象から除いている。 こうしたデータ整備を行
                                                                                                                                                                 
おり、 本稿で言及した研究のいくつかにおいてもこの手法が採用されている。 この手法の詳細については、
本稿の第 4 節に述べる。 
6  本調査の個票データは、 独立行政法人経済産業研究所の研究プロジェクト 『日本の産業・企業の生産性』
において入手、研究・分析用に整備したものである。 






9  文部科学省の科学技術政策研究所において、2003 年と 2009 年に『全国イノベーション調査』が実施さ
れ、この調査ではプロダクト・イノベーションやプロセス・イノベーションに関するさまざまな項目を調
査している。権他（2008）によると、2003 年の『全国イノベーション調査』から得られた企業データのう
ち、 『企業活動基本調査』の企業データと接続できたものは 1,745 社であった。つまり、 『企業活動基本調














11。表 1 に示すように、約半分近い企業が輸出も R&D 活動も行っていない。しか
し、約 4 分の 1 から 3 分の 1 にあたる企業が R&D は行っているものの、輸出はしていない。特に、
多数の中小企業が、R&D は行っているにもかかわらず、輸出をしていないことが分かる
12。大企業






3.2  輸出開始企業の定義 
  輸出による学習効果を分析するためには、 初めて輸出を開始する企業に限定して分析する必要があ
る。しかし、本研究で用いた調査では、企業が初めて輸出を行った年月日等に関する質問項目は含ま
れていないため、何らかの仮定を置いて、輸出開始企業を特定する必要がある。本研究では、以下の




トは 1994 年以降のデータであり、それ以前のデータが存在しないため、1994 年については輸出開始
企業を特定できない。また、データセットうちの比較的早い年については、遡ることが可能な年数が
少ないために、誤って輸出開始企業を特定してしまう可能性が高い。同様に、ある年以降に輸出額が
ゼロとなっている企業を輸出停止企業とする（例 1、例 3） 。ただし、正の輸出額を報告しているある
企業が、 その翌年にデータセットから落ちている場合、 その企業が輸出停止企業かどうか特定できな





                                                  















 表 2 には、1995－2005 年について特定化された輸出状況別、産業別の企業数をまとめてある。表 2
によると、分析期間内において、2,408 社が輸出開始企業として特定された。一方、1,636 社が輸出停














4.  実証分析 
 
4.1  プロペンシティ・スコア・マッチングと DID 推定量 





のさまざまな企業特性を与件として、 その条件のもとで輸出を開始する確率、 であり、 以下の式 （1）
で表される。 
     P x  ≡P r  z 1 |x   E  z|x                    (1) 




14。  生産性の指標として、主に、Olley-Pakes の方法で推
定された生産関数に基づいて測定した全要素生産性（TFP）を用いる。生産関数は、産業別に推定さ
                                                  
13  各年の輸出開始企業数・輸出停止企業数は、付表 2 のとおりである。 
14  ここで FDI（海外直接投資）とは、海外にある関係会社（親会社、子会社、関連会社を含む）に対する
投融資額を示し、FDI 比率は、企業の資産額に対する海外投融資額の比率と定義する。  
 
  6
れ、推定された係数値は、付表 3 にまとめられている。 




Rosenbaum and Rubin (1983) に示されるように、もし、処置（式 1 における変数 z）の受け手が、式
（1）のベクトル x によって規定されるセルの中からランダムに選ばれているならば、ある一変数で
表された指標 P(x)の値によって規定されたセルの中にランダムに分布する。 したがって、 処置の受け
手に対する処置の平均的な効果（Average effect of Treatment on the Treated, ATT）は、同じプロペンシ
ティ・スコア P(x)  の値を持つ、処置を受けたものと受けなかったものを比較し、両者の成果の平均
的な差を推定することによって求められる。本研究の場合の処置は、 「輸出開始」である。つまり、
ATT 推定量は以下のように表される。 
  	∝       
 
 ∑  y   
   
    
 
 ∑  y   
   
                             (2) 
ここで、n は観測値の数、y はパフォーマンス指標を表す。添え字の t は年を表し、輸出開始から s
年後におけるパフォーマンスの平均値について、処置を受けたグループ（y の添え字 1 は輸出開始し
た企業を表す）と処置を受けなかったグループ（y の添え字 0 は輸出を開始しなかった企業を表す）








化を比較することによって（Difference In Differences estimator, DID 推定量） 、これらの観察できない
要因による効果を減らし、 より頑健な結果を得ることができる。 DID 推定量は次のように計算される。  
       ∝          
 
 ∑  y   
   
   y    
    
 
 ∑  y   
   
   y    
            (3) 
ATT 推定量と DID 推定量を計算し、輸出開始がさまざまなパフォーマンス指標に与える影響を検証
する。 
 
4.2  マッチング結果 















 表 5 は、輸出開始の効果を推定した結果を示す。表 5 中の s は、輸出開始年からの経過年数をしめ
している（上の式 2 における s に対応する） 。表 5 によれば、輸出を開始した企業は、そうでない企
業よりも、売上高と雇用において有意に高い成長率を実現している（表 5 の行 d と l） 。さらに、輸出
開始は研究開発活動を促進する傾向が見られ、 研究開発集約度や研究開発規模を拡大させている （表
5 の行 e から j と行 o、行 p を参照） 。また、輸出開始の研究開発活動に対する正の効果は、輸出開始
4 年後でも継続している。しかし、輸出開始の生産性指標に対する影響については統計的に有意なケ
ースがほとんどない（表 5 の行 a と b） 。ただし、多数の企業が輸出開始年（s=0）以降にデータセッ






能性が高い。そこで、これらの企業をすべて除いて ATT と DID を推定した結果を表 6 に示す。表 6
では、輸出を開始したものの後年に輸出を停止した企業は除き、さらに、マッチングされたペアのう
ち、 どちらかがデータセットから落ちてしまった企業も除いているため、 輸出開始企業数と非輸出企





  輸出による学習効果について、 そのメカニズムを解明するため、 輸出開始企業を輸出先地域に分け





                                                  
15  この結果は、輸出開始にかかる固定費用を賄うため、輸出開始企業は生産性が高いはずであるという、
Melitz (2003)  などによる理論的予測とは整合的とはいえない。しかし、日本の企業データに基づく Todo 
(2009)  の実証分析では、生産性が高いことは輸出の意思決定に正の影響を与えるものの、そのインパクト
の大きさは無視できるほど小さいと結論づけている。本稿の表 4 で、生産性変数の係数が統計的に有意で
はないことは、Todo (2009)  の議論とは整合的であるともいえる。 










17。ここで、多項ロジット・モデルの被説明変数 z は、0、1、2、3 の値を














 表 7 から表 9 の結果は、 輸出開始年以降にデータセット内に残っていたサンプルをもとに推計され
ており、また、輸出開始後に輸出を停止したような企業も含まれている。表 6 と同様に、輸出開始後
に輸出を継続した企業のみ、 そして、 マッチングされたペアのうち両方ともがデータセットに残って
いるサンプルのみを対象とした分析も行う。その結果は、表 10 から表 12 のとおりであり、表 7 から
表 9 の結果とほぼ整合的といえる。しかし、表 10 から表 12 で推定された結果は、表 7 から表 9 の結






 表 10 から表 12 の結果からも、北米・欧州へ輸出を開始した企業は、生産性、売上高、研究開発活
動、 雇用の成長率について、 アジアへ輸出を開始した企業よりもより大きな向上効果を示しているこ
とが確認できる。たとえば、両者について、輸出開始 2 年後と 4 年後の効果を比較してみよう。表
                                                  
















   
＜表 13＞ 
 
4.3  頑健性のチェック 
  上の結果の頑健性をチェックするため、TFP ではなく、労働生産性（従業者一人当たり付加価値）
を用いて、同様な多項ロジット・モデルを推定し、ATT と DID を推定する。輸出開始が労働生産性





欧州へ輸出を開始した企業の正の生産性への効果は輸出開始 3 年後には有意ではなくなっている。 逆
に、アジアへ輸出を開始した企業の正の生産性効果は、輸出開始 2 年後から大きくなっている（パネ
ル 2） 。 




ったために、生産性の高い輸出開始企業（または非輸出企業）が ATT や DID の分析対象から除かれ
てしまうために何らかのバイアスが生じることも考えられる。 
  このように、特に、後年の ATT や DID の結果については、その解釈に十分な注意が必要である。







4.4  結果の考察 
  以上の分析結果から、北米・欧州へ輸出を開始した企業は、輸出開始後に大きくパフォーマンスを
















  企業を輸出状況・輸出先別にグループ分けし、 さまざまなパフォーマンス指標や属性がグループご
とにどう異なるかを検証し、輸出による学習効果の違いを説明したい。以下の式（3）を最小自乗法
で推定した結果を表 14 に示す。 
Y      α    α  ∙O T H E R S       α  ∙A S I A       α  ∙N A E U R       α  ∙A L W A Y S       μ    τ    ε    
                                      ( 4 )  
 
ここで、 被説明変数は、 各企業のパフォーマンスや属性を表す変数である。 OTHERS、 ASIA、 NAEUR、
ALWAYS は、各企業の輸出状況を表すダミー変数である。産業特殊的要因と各年に特殊的な要因は





 表 14 によると、常に輸出をしている企業（ALWAYS）は他の企業よりも格段にパフォーマンスが
良く、規模が大きく、生産性、資本集約度、研究開発集約度において格段に優れている。また、表





























的に入手できるのは 2000 年から 2006 年の 7 年間のみであったため、 ここではこれら 7 年間のみのデ
ータを利用している。 図 2 より、 常に輸出している企業の平均所有特許数は他の企業グループを圧倒
していることが分かる。しかし、明らかに、北米・欧州へ輸出を開始した企業は、アジアへ輸出を開
始した企業よりもよりイノベーション志向にシフトしているといえるだろう。 










































とは異なるアプローチによって、 検証していくことは重要である。 たとえば、 生産性とマークアップ、
規模の経済性との関係を統計的に推定する手法がいくつか開発されている。 データの制約など解決す
べき点はあるものの、このようなアプローチを応用して分析できるかもしれない。実際、Melitz and 
Ottaviano (2008) は市場によってマークアップが異なる可能性を議論しており、De Loecker and 
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1994年 4,935 3,502 595 2,308 11,340
(44%) (31%) (5%) (20%) (100%)
2006年 4,804 2,658 1,009 2,796 11,267
(43%) (24%) (9%) (25%) (100%)
中小企業（従業者数300人以下の企業）
1994年 4,404 2,502 472 1,068 8,446
(52%) (30%) (6%) (13%) (100%)
2006年 4,295 1,934 830 1,476 8,535
(50%) (23%) (10%) (17%) (100%)
大企業（従業者数300超の企業）
1994年 531 1,000 123 1,240 2,894
(18%) (35%) (4%) (43%) (100%)
2006年 509 724 179 1,320 2,732




輸出ダミー 輸出ダミー 輸出ダミー 輸出ダミー 輸出ダミー
（例1） （例2） （例3） （例4） （例5）
1994 0 n.a. 1 n.a. n.a.
1995 0 0 0 n.a. n.a.
1996 0001 常に輸出 n.a.
1997 1 輸出開始 n.a. 1 1 0 輸出経験な
1998 0 n.a. 0 1 0
1999 10110
2000 00010
2001 1 0 1 輸出停止 10
2002 1 輸出停止 1 輸出開始 010
2003 01010
2004 0 1 n.a. 1 0
2005 0 n.a. n.a. 1 n.a.
2006 0 n.a. n.a. 1 n.a.表2．産業別・輸出経験別の企業数（輸出経験を特定できたもの・期間合計）
社数 ％ 社数 ％ 社数 ％ 社数 ％ 社数 ％
1 食料品・飲料製造業 159 (6.6) 153 (9.4) 88 (2.5) 2,243 (17.4) 2,601 (12.8)
2 繊維工業 116 (4.8) 87 (5.3) 87 (2.4) 950 (7.3) 1,207 (6.0)




66 (2.7) 43 (2.6) 29 (0.8) 500 (3.9) 623 (3.1)
5 印刷・同関連業 43 (1.8) 31 (1.9) 25 (0.7) 804 (6.2) 890 (4.4)




30 (1.2) 33 (2.0) 60 (1.7) 75 (0.6) 196 (1.0)












154 (6.4) 89 (5.4) 137 (3.8) 664 (5.1) 1,023 (5.0)
12 ゴム製品製造業 24 (1.0) 18 (1.1) 56 (1.6) 115 (0.9) 213 (1.1)
13 窯業・土石製品製造業 69 (2.9) 56 (3.4) 107 (3.0) 713 (5.5) 935 (4.6)
14 鉄鋼業 89 (3.7) 81 (5.0) 60 (1.7) 411 (3.2) 605 (3.0)
15 非鉄金属製造業 79 (3.3) 52 (3.2) 103 (2.9) 232 (1.8) 460 (2.3)
16 金属製品製造業 179 (7.4) 114 (7.0) 185 (5.2) 1,002 (7.8) 1,452 (7.2)
17 金属加工機械製造業 59 (2.5) 46 (2.8) 137 (3.8) 140 (1.1) 376 (1.9)
















37 (1.5) 22 (1.3) 63 (1.8) 181 (1.4) 293 (1.4)




















32 (1.3) 27 (1.7) 73 (2.0) 212 (1.6) 343 (1.7)
29 精密機械器具製造業 75 (3.1) 46 (2.8) 257 (7.2) 191 (1.5) 581 (2.9)
30 その他の製造業 61 (2.5) 57 (3.5) 175 (4.9) 369 (2.9) 659 (3.3)




輸出開始 輸出停止 常に輸出 輸出経験なし 合計表3．企業規模別・輸出先別の輸出開始企業数（期間合計）
輸出開始企業 2,408 (100%) 1,780 (74%) 628 (26%)
輸出開始年の輸出先別内訳
輸出先合計 3,142 (100%) 2174 (100%) 968 (100%)
アジア 1,952 (62%) 1446 (67%) 506 (52%)
中東 64 (2%) 33 (2%) 31 (3%)
欧州 256 (8%) 165 (8%) 91 (9%)
北米 617 (20%) 395 (18%) 222 (23%)
南米 85 (3%) 50 (2%) 35 (4%)
アフリカ 47 (1%) 23 (1%) 24 (2%)
オセアニア 121 (4%) 62 (3%) 59 (6%)
合計 中小企業 大企業表4．輸出開始の決定要因
TFP水準（対数値） -0.0472 0.2313 -0.1567 -0.6203
(0.1325) (0.2318) (0.1606) (0.6843)
従業者数（対数値） 0.3879 *** 0.5366 *** 0.3152 *** 0.3056 **
(0.0263) (0.0422) (0.0331) (0.1284)
研究開発集約度 10.7083 *** 14.1406 *** 8.0768 *** 10.1582 **
(1.0193) (1.3279) (1.3527) (4.0193)
企業年齢 0.0026 *** 0.0023 * 0.0027 *** 0.0025
(0.0007) (0.0014) (0.0008) (0.0048)
負債・資産比率 -0.1744 * -0.2806 * -0.1134 -0.5149
(0.0892) (0.1608) (0.1056) (0.4708)
輸入比率 1.8835 *** 1.5279 *** 1.9775 *** 2.5612 ***
(0.1705) (0.3218) (0.1937) (0.6432)
FDI比率 8.6690 *** 8.4402 *** 8.8450 *** 6.6518 **



















サンプル数 4,136 3,528 3,165 2,792 2,448
輸出開始企業 2,068 1,748 1,581 1,413 1,243
非輸出企業 2,068 1,780 1,584 1,379 1,205
結果
(a) 生産性水準（TFP)
-0.0059 0.0011 -0.0069 -0.0022 0.0047
(0.0120) (0.0104) (0.0128) (0.0114) (0.0124)
(b) 生産性成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0032 0.0109 * 0.0038 0.0062 0.0067
(0.0052) (0.0059) (0.0064) (0.0076) (0.0083)
(c) 売上高（対数値）
-0.0512 -0.0234 -0.0302 -0.0207 -0.0278
(0.0401) (0.0393) (0.0488) (0.0517) (0.0487)
(d) 売上高成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0245 *** 0.0365 *** 0.0388 *** 0.0403 *** 0.0494 ***
(0.0073) (0.0091) (0.0119) (0.0142) (0.0177)
(e) 研究開発集約度
0.0010 0.0021 *** 0.0031 *** 0.0034 *** 0.0032 ***
(0.0007) (0.0008) (0.0008) (0.0009) (0.0010)
(f) 研究開発集約度の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
0.0002 0.0015 *** 0.0022 *** 0.0026 *** 0.0019 **
(0.0006) (0.0005) (0.0007) (0.0007) (0.0008)
(g) 研究開発費（対数値）
1.7512 *** 1.9901 *** 2.2229 *** 2.0099 *** 2.1944 ***
(0.3155) (0.2983) (0.3805) (0.3740) (0.3577)
(h) 研究開発費成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.4626 *** 0.4845 ** 0.7079 *** 0.6213 ** 0.7254 **
(0.1689) (0.2184) (0.2328) (0.2736) (0.3075)
(i) 研究開発部門従業者数（対数値）
0.2383 *** 0.2548 *** 0.2819 *** 0.3128 *** 0.2978 ***
(0.0488) (0.0549) (0.0571) (0.0673) (0.0587)
(j) 研究開発部門従業者数の成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0883 *** 0.0844 *** 0.1026 *** 0.1299 *** 0.1358 **
(0.0245) (0.0283) (0.0370) (0.0388) (0.0536)
(k) 従業者数（対数値）
-0.1104 *** -0.0915 ** -0.0910 *** -0.0830 ** -0.0932 **
(0.0247) (0.0335) (0.0321) (0.0362) (0.0372)
(l) 従業者数成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0201 *** 0.0275 *** 0.0337 *** 0.0368 *** 0.0317 ***
(0.0043) (0.0057) (0.0072) (0.0093) (0.0106)
(m) 資本ストック（対数値）
-0.0606 -0.0365 -0.0018 0.0042 -0.0083
(0.0514) (0.0429) (0.0521) (0.0554) (0.0562)
(n) 資本ストックの成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0190 * 0.0202 0.0386 *** 0.0438 ** 0.0675 ***
(0.0111) (0.0125) (0.0139) (0.0190) (0.0234)
(o) 研究開発部門従業者の割合
0.0113 *** 0.0131 *** 0.0134 *** 0.0165 *** 0.0145 ***
(0.0025) (0.0024) (0.0026) (0.0026) (0.0033)
(p) 研究開発部門従業者の割合の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
0.0021 0.0030 * 0.0030 0.0058 *** 0.0047 **




サンプル数 4,136 2,260 1,732 1,370 1,136
輸出開始企業 2,068 1,130 866 685 568
非輸出企業 2,068 1,130 866 685 568
結果
(a) 生産性水準（TFP)
-0.0059 0.0006 -0.0036 -0.0029 0.0001
(0.0120) (0.0149) (0.0155) (0.0178) (0.0177)
(b) 生産性成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0032 0.0131 * 0.0166 * 0.0097 0.0095
(0.0058) (0.0071) (0.0089) (0.0096) (0.0101)
(c) 売上高（対数値）
-0.0512 -0.0504 -0.0817 -0.0242 -0.0608
(0.0355) (0.0506) (0.0622) (0.0691) (0.0847)
(d) 売上高成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0245 *** 0.0562 *** 0.0604 *** 0.0746 *** 0.0886 ***
(0.0054) (0.0123) (0.0151) (0.0199) (0.0227)
(e) 研究開発集約度
0.0010 * 0.0029 *** 0.0032 *** 0.0033 ** 0.0029
(0.0006) (0.0010) (0.0012) (0.0016) (0.0018)
(f) 研究開発集約度の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
0.0002 0.0016 *** 0.0022 ** 0.0032 *** 0.0023 **
(0.0006) (0.0006) (0.0009) (0.0012) (0.0011)
(g) 研究開発費（対数値）
1.7512 *** 2.1893 *** 2.1225 *** 2.0370 *** 1.9617 ***
(0.2893) (0.3680) (0.4995) (0.5369) (0.5313)
(h) 研究開発費成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.4626 ** 0.8856 *** 0.8358 *** 0.9463 ** 0.9984 **
(0.1821) (0.2737) (0.3205) (0.3713) (0.3856)
(i) 研究開発部門従業者数（対数値）
0.2383 *** 0.2343 *** 0.2631 *** 0.3624 *** 0.3081 ***
(0.0551) (0.0612) (0.0841) (0.0996) (0.1072)
(j) 研究開発部門従業者数の成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0883 *** 0.0950 ** 0.1850 *** 0.2741 *** 0.1805 **
(0.0243) (0.0436) (0.0538) (0.0621) (0.0766)
(k) 従業者数（対数値）
-0.1104 *** -0.1024 ** -0.1047 ** -0.0731 -0.0978 *
(0.0247) (0.0404) (0.0407) (0.0502) (0.0568)
(l) 従業者数成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0201 *** 0.0340 *** 0.0412 *** 0.0573 *** 0.0573 ***
(0.0043) (0.0078) (0.0107) (0.0130) (0.0172)
(m) 資本ストック（対数値）
-0.0606 -0.0655 -0.0952 -0.0304 -0.0968
(0.0514) (0.0720) (0.0732) (0.0812) (0.0844)
(n) 資本ストックの成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0190 * 0.0156 0.0290 0.0068 0.0447
(0.0111) (0.0171) (0.0212) (0.0272) (0.0300)
(o) 研究開発部門従業者の割合
0.0113 *** 0.0125 *** 0.0135 *** 0.0174 *** 0.0141 ***
(0.0025) (0.0038) (0.0043) (0.0042) (0.0051)
(p) 研究開発部門従業者の割合の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
0.0021 0.0025 0.0056 ** 0.0098 *** 0.0038




サンプル数 1,260 1,096 967 859 764
輸出開始企業 630 551 498 445 389
非輸出企業 630 545 469 414 375
結果
(a) 生産性水準（TFP)
0.0116 0.0275 0.0002 -0.0008 0.0066
(0.0205) (0.0215) (0.0187) (0.0233) (0.0255)
(b) 生産性成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0163 ** 0.0293 *** 0.0183 0.0182 0.0153
(0.0079) (0.0104) (0.0127) (0.0134) (0.0149)
(c) 売上高（対数値）
0.0735 0.0895 0.0818 0.0997 0.1299
(0.0787) (0.0704) (0.0854) (0.0874) (0.0946)
(d) 売上高成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0672 *** 0.0791 *** 0.0893 *** 0.0787 ** 0.0924 ***
(0.0140) (0.0162) (0.0214) (0.0239) (0.0323)
(e) 研究開発集約度
0.0026 0.0041 ** 0.0057 *** 0.0069 *** 0.0070 ***
(0.0019) (0.0020) (0.0018) (0.0024) (0.0022)
(f) 研究開発集約度の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
-0.0007 0.0012 0.0021 0.0034 ** 0.0020
(0.0012) (0.0012) (0.0015) (0.0016) (0.0014)
(g) 研究開発費（対数値）
3.4182 *** 3.4800 *** 3.7098 *** 3.8470 *** 3.9876 ***
(0.4810) (0.5550) (0.6499) (0.6505) (0.6974)
(h) 研究開発費成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.6047 * 0.5624 0.8818 * 1.2263 ** 1.0353 *
(0.3437) (0.4300) (0.5251) (0.5752) (0.5609)
(i) 研究開発部門従業者数（対数値）
0.3489 *** 0.3903 *** 0.4981 *** 0.5052 *** 0.4992 ***
(0.0903) (0.1113) (0.1187) (0.1138) (0.1204)
(j) 研究開発部門従業者数の成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0478 0.0588 0.1934 *** 0.2272 *** 0.1882 *
(0.0542) (0.0661) (0.0726) (0.0810) (0.0992)
(k) 従業者数（対数値）
-0.0250 -0.0121 -0.0348 -0.0131 0.0000
(0.0567) (0.0641) (0.0618) (0.0717) (0.0813)
(l) 従業者数成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0364 *** 0.0528 *** 0.0470 *** 0.0517 *** 0.0458 **
(0.0087) (0.0116) (0.0158) (0.0184) (0.0210)
(m) 資本ストック（対数値）
0.1298 0.1178 0.0884 0.1190 0.1391
(0.0794) (0.0851) (0.1033) (0.1162) (0.1140)
(n) 資本ストックの成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0393 0.0351 0.0399 0.0508 0.0997 **
(0.0257) (0.0228) (0.0367) (0.0398) (0.0449)
(o) 研究開発部門従業者の割合
0.0177 *** 0.0178 *** 0.0210 *** 0.0218 *** 0.0219 ***
(0.0052) (0.0057) (0.0051) (0.0057) (0.0071)
(p) 研究開発部門従業者の割合の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
0.0005 -0.0001 0.0035 0.0062 0.0046




サンプル数 2,714 2,283 2,049 1,787 1,565
輸出開始企業 1,357 1,129 1,019 909 798
非輸出企業 1,357 1,154 1,030 878 767
結果
(a) 生産性水準（TFP)
-0.0076 -0.0062 -0.0050 -0.0111 -0.0055
(0.0130) (0.0141) (0.0143) (0.0154) (0.0169)
(b) 生産性成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
-0.0058 -0.0018 -0.0057 -0.0124 -0.0116
(0.0060) (0.0081) (0.0085) (0.0089) (0.0101)
(c) 売上高（対数値）
-0.0840 ** -0.0831 -0.1021 * -0.0798 -0.1001 *
(0.0403) (0.0507) (0.0536) (0.0530) (0.0553)
(d) 売上高成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0101 0.0165 0.0215 0.0214 0.0146
(0.0072) (0.0106) (0.0140) (0.0164) (0.0208)
(e) 研究開発集約度
-0.0001 0.0010 0.0018 ** 0.0018 ** 0.0020 **
(0.0007) (0.0008) (0.0009) (0.0009) (0.0010)
(f) 研究開発集約度の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
0.0010 ** 0.0020 *** 0.0028 *** 0.0027 *** 0.0029 ***
(0.0005) (0.0005) (0.0006) (0.0007) (0.0008)
(g) 研究開発費（対数値）
0.8434 ** 1.0986 *** 1.3299 *** 0.9912 *** 1.6074 ***
(0.3728) (0.3999) (0.4311) (0.3591) (0.4775)
(h) 研究開発費成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.2539 0.2348 0.6511 ** 0.3137 0.7421 **
(0.2316) (0.2913) (0.2992) (0.3488) (0.3660)
(i) 研究開発部門従業者数（対数値）
0.0883 0.1212 * 0.1376 ** 0.1334 * 0.1574 *
(0.0595) (0.0681) (0.0569) (0.0700) (0.0893)
(j) 研究開発部門従業者数の成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0414 0.0567 * 0.1041 ** 0.0808 0.0924 *
(0.0336) (0.0321) (0.0436) (0.0561) (0.0552)
(k) 従業者数（対数値）
-0.1389 *** -0.1446 *** -0.1327 *** -0.1398 *** -0.1484 ***
(0.0320) (0.0355) (0.0361) (0.0404) (0.0439)
(l) 従業者数成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0113 ** 0.0094 0.0210 ** 0.0127 0.0050
(0.0051) (0.0066) (0.0095) (0.0125) (0.0159)
(m) 資本ストック（対数値）
-0.1244 ** -0.1105 * -0.1102 ** -0.0819 -0.0892
(0.0525) (0.0640) (0.0518) (0.0641) (0.0756)
(n) 資本ストックの成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0113 0.0079 0.0273 0.0350 0.0495 *
(0.0125) (0.0146) (0.0184) (0.0216) (0.0272)
(o) 研究開発部門従業者の割合
0.0072 *** 0.0072 *** 0.0088 *** 0.0101 *** 0.0097 ***
(0.0022) (0.0027) (0.0028) (0.0030) (0.0033)
(p) 研究開発部門従業者の割合の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
0.0014 0.0006 0.0030 0.0029 0.0030




サンプル数 162 139 126 116 108
輸出開始企業 81 68 64 59 56
非輸出企業 81 71 62 57 52
結果
(a) 生産性水準（TFP)
0.0012 -0.0034 -0.0592 -0.0399 -0.0133
(0.0629) (0.0599) (0.0627) (0.0646) (0.0639)
(b) 生産性成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
-0.0016 0.0109 -0.0037 0.0063 0.0181
(0.0288) (0.0261) (0.0283) (0.0324) (0.0308)
(c) 売上高（対数値）
-0.1661 -0.1221 -0.2292 -0.1309 -0.2771
(0.2107) (0.2405) (0.2271) (0.2733) (0.2617)
(d) 売上高成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0235 0.0211 0.0220 0.0460 0.0439
(0.0257) (0.0455) (0.0472) (0.0738) (0.0854)
(e) 研究開発集約度
-0.0022 -0.0003 0.0004 -0.0014 0.0004
(0.0024) (0.0036) (0.0023) (0.0034) (0.0042)
(f) 研究開発集約度の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
-0.0035 ** 0.0001 -0.0017 -0.0038 -0.0026
(0.0017) (0.0026) (0.0020) (0.0032) (0.0027)
(g) 研究開発費（対数値）
0.9664 -0.1326 1.5564 0.1427 -0.0091
(1.2480) (1.6405) (1.8298) (1.7239) (1.7060)
(h) 研究開発費成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.1393 -0.9247 -0.4689 -2.5038 ** -2.4948 **
(0.7628) (0.8846) (1.1400) (1.3289) (1.1326)
(i) 研究開発部門従業者数（対数値）
-0.1133 -0.4866 * -0.1372 -0.0372 -0.1834
(0.2434) (0.2795) (0.2609) (0.3065) (0.3284)
(j) 研究開発部門従業者数の成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.2290 * -0.1179 0.1023 0.0965 -0.0437
(0.1364) (0.1875) (0.1954) (0.2267) (0.1722)
(k) 従業者数（対数値）
-0.2544 -0.2602 -0.3662 ** -0.2869 -0.4188 **
(0.1639) (0.2021) (0.1821) (0.1776) (0.2014)
(l) 従業者数成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0076 0.0011 0.0036 0.0035 -0.0174
(0.0173) (0.0238) (0.0317) (0.0511) (0.0512)
(m) 資本ストック（対数値）
-0.1134 -0.0802 -0.1415 -0.0394 -0.1564
(0.2431) (0.2354) (0.3030) (0.2880) (0.3167)
(n) 資本ストックの成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
-0.0400 -0.0811 -0.0343 0.0515 0.0572
(0.0459) (0.0710) (0.0859) (0.0937) (0.0952)
(o) 研究開発部門従業者の割合
0.0051 0.0001 0.0065 0.0167 0.0054
(0.0089) (0.0129) (0.0103) (0.0158) (0.0115)
(p) 研究開発部門従業者の割合の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
0.0051 0.0015 0.0005 * 0.0110 -0.0032




サンプル数 1,260 802 600 494 410
輸出開始企業 630 401 300 247 205
非輸出企業 630 401 300 247 205
結果
(a) 生産性水準（TFP)
0.0116 0.0211 0.0217 0.0138 0.0325
(0.0209) (0.0223) (0.0260) (0.0265) (0.0330)
(b) 生産性成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0163 * 0.0243 ** 0.0384 *** 0.0304 0.0414 *
(0.0095) (0.0119) (0.0136) (0.0195) (0.0232)
(c) 売上高（対数値）
0.0735 0.1216 0.0970 0.1951 * 0.2185 *
(0.0819) (0.0975) (0.1086) (0.1154) (0.1180)
(d) 売上高成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0672 *** 0.0966 *** 0.1149 *** 0.1051 *** 0.1223 ***
(0.0128) (0.0203) (0.0236) (0.0329) (0.0396)
(e) 研究開発集約度
0.0026 0.0051 ** 0.0043 * 0.0033 0.0043
(0.0018) (0.0025) (0.0024) (0.0030) (0.0029)
(f) 研究開発集約度の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
-0.0007 0.0014 0.0023 0.0037 0.0040 **
(0.0012) (0.0013) (0.0019) (0.0023) (0.0020)
(g) 研究開発費（対数値）
3.4182 *** 3.8709 *** 3.7914 *** 3.7351 *** 4.2656 ***
(0.5000) (0.6523) (0.6731) (0.8356) (0.9044)
(h) 研究開発費成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.6047 * 0.7230 * 0.9719 1.3370 ** 1.3970 *
(0.3268) (0.4258) (0.5905) (0.6193) (0.7834)
(i) 研究開発部門従業者数（対数値）
0.3489 *** 0.5129 *** 0.5793 *** 0.5916 *** 0.5461 ***
(0.0809) (0.1135) (0.1527) (0.1698) (0.1569)
(j) 研究開発部門従業者数の成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0478 0.1231 0.3092 *** 0.3813 *** 0.2527 *
(0.0556) (0.0852) (0.1077) (0.1018) (0.1320)
(k) 従業者数（対数値）
-0.0250 0.0093 -0.0102 0.0529 0.0547
(0.0567) (0.0747) (0.0809) (0.0811) (0.0979)
(l) 従業者数成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0364 *** 0.0608 *** 0.0574 *** 0.0761 *** 0.0759 ***
(0.0087) (0.0127) (0.0204) (0.0274) (0.0280)
(m) 資本ストック（対数値）
0.1298 0.0702 0.0335 0.1621 0.1644
(0.0794) (0.1193) (0.1172) (0.1206) (0.1564)
(n) 資本ストックの成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0393 0.0245 0.0530 0.0569 0.0528
(0.0257) (0.0311) (0.0340) (0.0399) (0.0444)
(o) 研究開発部門従業者の割合
0.0177 *** 0.0227 *** 0.0210 *** 0.0202 ** 0.0163
(0.0052) (0.0073) (0.0078) (0.0083) (0.0107)
(p) 研究開発部門従業者の割合の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
0.0005 0.0014 0.0043 0.0111 * 0.0026




サンプル数 2,714 1,426 1,068 804 688
輸出開始企業 1,357 713 534 402 344
非輸出企業 1,357 713 534 402 344
結果
(a) 生産性水準（TFP)
-0.0076 -0.0052 -0.0091 -0.0065 -0.0126
(0.0128) (0.0195) (0.0184) (0.0243) (0.0268)
(b) 生産性成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
-0.0058 -0.0052 -0.0145 -0.0166 -0.0104
(0.0065) (0.0105) (0.0111) (0.0136) (0.0139)
(c) 売上高（対数値）
-0.0840 * -0.0705 -0.0642 -0.0524 -0.1845 **
(0.0441) (0.0679) (0.0715) (0.0848) (0.0934)
(d) 売上高成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0101 0.0316 ** 0.0480 ** 0.0645 ** 0.0746 ***
(0.0068) (0.0129) (0.0188) (0.0258) (0.0277)
(e) 研究開発集約度
-0.0001 0.0009 0.0020 * 0.0017 0.0008
(0.0008) (0.0011) (0.0012) (0.0017) (0.0016)
(f) 研究開発集約度の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
0.0010 * 0.0020 *** 0.0033 *** 0.0035 *** 0.0038 ***
(0.0005) (0.0007) (0.0010) (0.0011) (0.0012)
(g) 研究開発費（対数値）
0.8434 *** 0.8088 * 1.3798 ** 1.0851 * 0.9615
(0.3230) (0.4490) (0.5966) (0.6432) (0.6581)
(h) 研究開発費成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.2539 0.4137 0.8632 ** 0.7703 1.3218 **
(0.2365) (0.3374) (0.3770) (0.4711) (0.5192)
(i) 研究開発部門従業者数（対数値）
0.0883 0.0742 0.1203 0.1439 -0.0008
(0.0591) (0.0771) (0.1028) (0.1193) (0.1182)
(j) 研究開発部門従業者数の成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0414 0.0500 0.1736 *** 0.1561 * 0.1251
(0.0266) (0.0479) (0.0562) (0.0852) (0.0958)
(k) 従業者数（対数値）
-0.1389 *** -0.1202 ** -0.1030 * -0.1070 -0.2081 ***
(0.0320) (0.0505) (0.0603) (0.0670) (0.0694)
(l) 従業者数成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0113 ** 0.0185 ** 0.0270 ** 0.0425 ** 0.0235
(0.0051) (0.0080) (0.0127) (0.0184) (0.0231)
(m) 資本ストック（対数値）
-0.1244 ** -0.0754 -0.0978 -0.0314 -0.1963 *
(0.0525) (0.0776) (0.0843) (0.0876) (0.1069)
(n) 資本ストックの成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0113 0.0329 * 0.0394 * 0.0370 0.0607
(0.0125) (0.0185) (0.0236) (0.0289) (0.0398)
(o) 研究開発部門従業者の割合
0.0072 *** 0.0051 0.0081 * 0.0091 * 0.0034
(0.0022) (0.0036) (0.0047) (0.0054) (0.0059)
(p) 研究開発部門従業者の割合の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
0.0014 -0.0011 0.0070 ** 0.0050 0.0014




サンプル数 162 46 34 46 38
輸出開始企業 81 23 17 23 19
非輸出企業 81 23 17 23 19
結果
(a) 生産性水準（TFP)
0.0012 0.0163 -0.0272 0.0232 0.0211
(0.0594) (0.1139) (0.1055) (0.0935) (0.0786)
(b) 生産性成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
-0.0016 0.0135 0.0021 0.0374 0.0053
(0.0329) (0.0489) (0.0466) (0.0297) (0.0460)
(c) 売上高（対数値）
-0.1661 -0.3473 -0.1230 0.0050 -0.2152
(0.1977) (0.4122) (0.4522) (0.4389) (0.4567)
(d) 売上高成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0235 -0.0252 0.0810 0.2824 ** 0.2364 *
(0.0242) (0.0577) (0.0763) (0.1275) (0.1349)
(e) 研究開発集約度
-0.0022 0.0054 -0.0009 -0.0041 0.0086
(0.0025) (0.0086) (0.0041) (0.0072) (0.0082)
(f) 研究開発集約度の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
-0.0035 * 0.0035 -0.0027 -0.0080 -0.0018
(0.0019) (0.0068) (0.0029) (0.0062) (0.0058)
(g) 研究開発費（対数値）
0.9664 2.3205 2.9209 4.0153 4.4645
(1.4966) (2.5162) (2.7583) (3.2764) (2.8545)
(h) 研究開発費成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.1393 -0.4879 -2.7956 -2.4023 -2.6873
(0.7929) (2.0349) (2.2592) (2.4439) (1.7564)
(i) 研究開発部門従業者数（対数値）
-0.1133 -0.0994 0.0826 0.7269 0.3655
(0.2487) (0.5277) (0.3983) (0.4602) (0.5408)
(j) 研究開発部門従業者数の成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.2290 0.2214 0.2816 0.6055 * -0.0702
(0.1448) (0.2901) (0.2791) (0.3094) (0.3296)
(k) 従業者数（対数値）
-0.2544 -0.2539 -0.3234 -0.2386 -0.3643
(0.1639) (0.3291) (0.3419) (0.3743) (0.3839)
(l) 従業者数成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0076 -0.0052 0.0270 0.1423 * 0.0992
(0.0173) (0.0383) (0.0545) (0.0744) (0.1123)
(m) 資本ストック（対数値）
-0.1134 -0.1511 0.1499 0.0175 -0.2705
(0.2431) (0.4549) (0.5165) (0.4938) (0.5603)
(n) 資本ストックの成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
-0.0400 -0.3158 -0.0712 -0.0421 0.0574
(0.0459) (0.1339) (0.1682) (0.1548) (0.1689)
(o) 研究開発部門従業者の割合
0.0051 0.0245 0.0260 0.0439 0.0234
(0.0089) (0.0334) (0.0204) (0.0370) (0.0253)
(p) 研究開発部門従業者の割合の変化（輸出開始前年の水準と比較した、累積の変化）
0.0051 0.0199 0.0146 0.0309 -0.0182


































従業者数（対数値） 117,026 0.285 *** 0.276 *** 0.531 *** 0.978 *** 42.4 *** 86.3 ***
売上高（対数値） 117,026 0.496 *** 0.420 *** 0.756 *** 1.312 *** 51.5 *** 51.5 ***
資産（対数値） 117,026 0.621 *** 0.476 *** 0.872 *** 1.565 *** 55.5 *** 44.0 ***
生産性水準
TFP（対数値） 117,026 0.013 0.006 0.035 *** 0.054 *** 21.3 *** 14.0 ***
労働生産性（対数
値） 117,026 0.099 0.078 *** 0.196 *** 0.270 *** 21.8 *** 12.1 ***
利益率 117,026 -0.009 0.002 * 0.011 *** 0.014 *** 10.4 *** 3.5 *
賃金（対数値） 117,026 0.118 *** 0.049 *** 0.119 *** 0.188 *** 19.4 *** 28.3 ***
その他属性
資本労働比率（対
数値） 117,026 0.239 ** 0.117 *** 0.230 *** 0.401 *** 6.6 ** 21.8 ***
研究開発集約度 117,026 0.002 0.003 *** 0.009 *** 0.018 *** 38.3 *** 18.5 ***
研究開発部門従
業者の割合 117,026 0.014 ** 0.011 *** 0.026 *** 0.040 *** 29.4 *** 37.7 ***
企業年齢 116,382 1.739 3.244 *** 2.374 ** 8.954 ** 1.1 89.3 ***
負債・資産比率 116,283 -0.030 -0.014 * -0.036 *** -0.097 *** 3.0 * 34.5 ***
下請け経験ダミー 98,521 -0.104 ** -0.071 *** -0.119 *** -0.263 *** 4.7 ** 61.5 ***
海外企業との共同
研究ダミー 26,671 0.003 0.048 -0.002 0.146 *** 0.2 2.9 *
子会社ダミー 117,026 -0.047 -0.076 *** -0.090 *** -0.130 *** 0.8 9.2 ***
貿易
輸出比率 29,951 n.a. -0.185 *** -0.173 *** -0.102 *** 2.5 27.8 ***
輸入比率 29,912 n.a. -0.075 *** -0.078 *** -0.046 ** 0.1 23.3 ***
企業内輸出比率 22,809 n.a. 0.141 *** 0.082 * 0.102 ** 9.7 *** 1.5






































1-30 製造業合計 11,340 11,267 (100.0)
1 食料品・飲料製造業 1,354 1,396 (12.4)
2 繊維工業 788 409 (3.6)
3 木材・木製品製造業 318 229 (2.0)
4 パルプ・紙・紙加工品製造業 397 335 (3.0)
5 印刷・同関連業 475 525 (4.7)
6 化学工業製品製造業 293 280 (2.5)
7 油脂加工製品・塗料製造業 134 117 (1.0)
8 医薬品製造業 189 194 (1.7)
9 その他の化学工業製品製造業 222 254 (2.3)
10 石油製品・石炭製品製造業 35 45 (0.4)
11 プラスチック製品製造業 557 627 (5.6)
12 ゴム製品製造業 133 127 (1.1)
13 窯業・土石製品製造業 546 412 (3.7)
14 鉄鋼業 366 385 (3.4)
15 非鉄金属製造業 294 250 (2.2)
16 金属製品製造業 856 824 (7.3)
17 金属加工機械製造業 221 218 (1.9)
18 特殊産業用機械製造業 316 399 (3.5)
19 事務・サービス用機械器具製造業 143 132 (1.2)
20 その他の機械・同部分品製造業 650 689 (6.1)
21 産業用電気機械器具製造業 359 372 (3.3)
22 民生用電気機械器具製造業 147 101 (0.9)
23 通信機械器具製造業 127 218 (1.9)
24 電子計算機・電子応用装置製造業 125 164 (1.5)
25 電子部品・デバイス製造業 500 608 (5.4)
26 その他の電気機械器具製造業 162 231 (2.1)
27 自動車・同附属品製造業 825 845 (7.5)
28 その他輸送用機械器具製造業 201 230 (2.0)
29 精密機械器具製造業 298 319 (2.8)
30 その他の製造業 309 332 (2.9)
企業数付表2．各年における輸出開始企業数と輸出停止企業数
(a) 輸出開始企業
1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
合計 418 278 209 167 156 209 143 190 161 185 142 150 2,408 (100%)
中小企業 280 207 154 110 125 145 109 147 125 145 115 118 1,780 (74%)
大企業 138 71 55 57 31 64 34 43 36 40 27 32 628 (26%)
(b) 輸出停止企業
合計 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005
輸出停止企業 99 145 212 115 88 135 102 126 135 122 149 208 1,636 (100%)
中小企業 81 114 138 90 63 103 87 91 92 91 105 150 1,205 (74%)
大企業 18 31 74 25 25 32 15 35 43 31 44 58 431 (26%)
Total
Total付表3．推定された生産関数の係数 (Olley-Pakes の方法による)
産業 労働投入 資本投入 中間投入 サンプル数 係数の合計値
1 0.1013 *** 0.0382 *** 0.8323 *** 16,128 0.9718
2 0.1874 *** 0.0238 *** 0.7550 *** 5,847 0.9663
3 0.1661 *** 0.0045 0.8170 *** 3,154 0.9876
4 & 5 0.2264 *** 0.0062 0.7332 *** 10,802 0.9659
6 & 7 & 8 & 9 0.1439 *** 0.0161 ** 0.8040 *** 10,680 0.9641
10 & 11 & 12 0.1358 *** 0.0344 *** 0.8047 *** 9,257 0.9749
13 0.1649 *** 0.0281 ** 0.7740 *** 5,827 0.9670
14 & 15 & 16 0.1843 *** 0.0214 *** 0.7660 *** 17,876 0.9717
17 & 18 & 19 & 20 0.2071 *** 0.0191 * 0.7538 *** 16,325 0.9800
21 0.2033 *** 0.0249 ** 0.7766 *** 4,049 1.0049
22 0.1725 *** 0.0429 0.7918 *** 1,473 1.0072
23 & 24 0.1923 *** 0.0010 0.8013 *** 4,777 0.9947
25 0.1846 *** 0.0353 *** 0.7617 *** 7,212 0.9815
26 0.2206 *** 0.0438 *** 0.7457 *** 2,389 1.0101
27 & 28 0.1905 *** 0.0167 * 0.7658 *** 13,277 0.9731
29 0.2191 *** 0.0464 *** 0.7416 *** 3,690 1.0071




説明変数 サンプル Treated Control % bias |bias| t p>|t|
TFP水準（対数値） Unmatched 2.453 2.445 2.1 0.89 0.375
Matched 2.453 2.462 -2.3 -10.1 -0.83 0.408
従業者数（対数値） Unmatched 5.245 4.953 35.4 17.12 0
Matched 5.252 5.382 -15.8 55.2 -4.59 0
研究開発集約度 Unmatched 0.012 0.004 35.4 23.25 0
Matched 0.012 0.011 4.3 87.9 1.14 0.256
企業年齢 Unmatched 36.938 36.149 4.7 1.98 0.047
Matched 36.995 36.954 0.2 94.8 0.09 0.931
負債・資産比率 Unmatched 0.703 0.719 -6.2 -2.56 0.010
Matched 0.702 0.690 4.7 23.4 1.64 0.101
輸入比率 Unmatched 0.038 0.010 24.8 16.56 0
Matched 0.037 0.031 5.7 76.9 1.46 0.143
FDI比率 Unmatched 0.011 0.002 32.2 23.73 0
Matched 0.011 0.005 20.8 35.4 6.09 0
(b) 多項ロジット・モデル：北米・欧州への輸出開始企業（表4の列2）
減少分（%）
説明変数 サンプル Treated Control % bias |bias| t p>|t|
TFP水準（対数値） Unmatched 2.467 2.445 5.6 1.32 0.186
Matched 2.467 2.471 -1.2 78.5 -0.24 0.814
従業者数（対数値） Unmatched 5.435 4.953 54.2 15.78 0
Matched 5.441 5.503 -6.9 87.2 -1.08 0.278
研究開発集約度 Unmatched 0.017 0.004 47.1 23.01 0
Matched 0.018 0.014 11.9 74.7 1.73 0.084
企業年齢 Unmatched 36.565 36.149 2.4 0.58 0.561
Matched 36.690 36.492 1.1 52.3 0.22 0.824
負債・資産比率 Unmatched 0.689 0.719 -11.9 -2.73 0.006
Matched 0.688 0.677 4.1 65.9 0.79 0.431
輸入比率 Unmatched 0.031 0.010 20.7 7.3 0
Matched 0.030 0.029 0.8 96 0.11 0.909
FDI比率 Unmatched 0.010 0.002 31.6 12.09 0




説明変数 サンプル Treated Control % bias |bias| t p>|t|
TFP水準（対数値） Unmatched 2.445 2.445 0.2 0.05 0.956
Matched 2.445 2.447 -0.5 -194.4 -0.13 0.893
従業者数（対数値） Unmatched 5.160 4.953 26.3 9.9 0
Matched 5.168 5.318 -19.2 27.2 -4.58 0
研究開発集約度 Unmatched 0.009 0.004 29.4 13.04 0
Matched 0.009 0.010 -6.4 78.1 -1.39 0.163
企業年齢 Unmatched 37.173 36.149 6.2 2.09 0.036
Matched 37.186 36.913 1.6 73.3 0.48 0.633
負債・資産比率 Unmatched 0.710 0.719 -3.5 -1.19 0.232
Matched 0.709 0.689 7.8 -118.4 2.2 0.028
輸入比率 Unmatched 0.040 0.010 26.3 14.77 0
Matched 0.040 0.030 9.5 64 2 0.046
FDI比率 Unmatched 0.012 0.002 33.2 21.05 0
Matched 0.011 0.005 20.1 39.4 4.81 0
(d) 多項ロジット・モデル：その他地域への輸出開始企業（表4の列4）
減少分（%）
説明変数 サンプル Treated Control % bias |bias| t p>|t|
TFP水準（対数値） Unmatched 2.473 2.445 7 0.61 0.54
Matched 2.471 2.468 0.7 90 0.05 0.963
従業者数（対数値） Unmatched 5.197 4.953 29 2.87 0.004
Matched 5.185 5.447 -31.2 -7.7 -1.64 0.103
研究開発集約度 Unmatched 0.009 0.004 28.7 3.01 0.003
Matched 0.009 0.008 8.4 70.8 0.47 0.641
企業年齢 Unmatched 35.915 36.149 -1.4 -0.12 0.906
Matched 36.160 35.889 1.6 -16 0.12 0.905
負債・資産比率 Unmatched 0.702 0.719 -6.4 -0.54 0.591
Matched 0.703 0.686 6.4 0 0.42 0.673
輸入比率 Unmatched 0.050 0.010 28.5 4.91 0
Matched 0.050 0.026 17.1 39.9 1 0.319
FDI比率 Unmatched 0.008 0.002 21.5 3.48 0
Matched 0.008 0.004 15 30.2 0.92 0.358
平均値 t検定
平均値 t検定付表5．輸出先地域別の輸出開始企業数（分析期間合計）
輸出開始企業 2,408 (100%) 1,780 (74%) 628 (26%)
輸出先地域合計 2,408 (100%) 1,780 (100%) 628 (100%)
ケース4
全地域（北米／欧州＋アジ
ア＋その他地域） 115 (5%) 53 (3%) 62 (10%)
北米／欧州＋アジア 261 (11%) 166 (9%) 95 (15%)
北米／欧州＋その他地域 14 (1%) 9 (1%) 5 (1%)
北米＋欧州 25 (1%) 20 (1%) 5 (1%)
北米のみ 264 (11%) 186 (10%) 78 (12%)
欧州のみ 67 (3%) 54 (3%) 13 (2%)
ケース3
アジアのみ 1,526 (63%) 1185 (67%) 341 (54%)
アジア＋その他地域 50 (2%) 42 (2%) 8 (1%)
ケース2
その他地域のみ 86 (4%) 65 (4%) 21 (3%)
ケース1








サンプル数 1,260 1,102 985 871 761
輸出開始企業 630 551 498 445 389
非輸出企業 630 551 487 426 372
(a) 労働生産性水準
0.0450 0.0505 0.0604 ** 0.0289 0.0087
(0.0341) (0.0376) (0.0306) (0.0384) (0.0423)
(b) 労働生産性成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0715 *** 0.0700 ** 0.1005 *** 0.0573 0.0631
(0.0265) (0.0312) (0.0288) (0.0348) (0.0411)
アジアへの輸出開始
サンプル数 2,714 2,261 2,035 1,795 1,580
輸出開始企業 1,357 1129 1019 909 798
非輸出企業 1,357 1132 1016 886 782
(a) 労働生産性水準
-0.0272 -0.0196 -0.0066 -0.0061 -0.0081
(0.0226) (0.0237) (0.0218) (0.0215) (0.0277)
(b) 労働生産性成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0074 0.0195 0.0421 * 0.0453 * 0.0410




サンプル数 1,260 816 626 506 408
輸出開始企業 630 408 313 253 204
非輸出企業 630 408 313 253 204
(a) 労働生産性水準
0.0450 0.0630 0.0551 0.0210 -0.0571
(0.0341) (0.0396) (0.0430) (0.0476) (0.0608)
(b) 労働生産性成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0715 *** 0.0729 ** 0.0990 *** 0.0155 -0.0318
(0.0265) (0.0363) (0.0354) (0.0499) (0.0649)
アジアへの輸出開始
サンプル数 2,714 1,394 1,072 834 716
輸出開始企業 1,357 697 536 417 358
非輸出企業 1,357 697 536 417 358
(a) 労働生産性水準
-0.0272 -0.0263 0.0060 0.0039 0.0020
(0.0226) (0.0296) (0.0334) (0.0406) (0.0358)
(b) 労働生産性成長率（輸出開始前年の水準と比較した、累積の成長率）
0.0074 0.0293 0.0645 ** 0.0889 ** 0.1222 ***
(0.0193) (0.0259) (0.0293) (0.0374) (0.0393)
注）カッコ内は、ブートストラップ法（100回の繰り返し推定）による標準誤差を示す。***、 **、*はそれぞれ、有意水準
1%、5%、10%を示す。付表7．輸出開始企業の輸出先の推移
輸出開始年（t=0） 北米・欧州 アジア その他地域 停止 欠損 合計
北米・欧州 453 40 5 125 123 746
(60.7%) (5.4%) (0.7%) (16.8%) (16.5%) (100.0%)
アジア 65 815 6 390 300 1576
(4.1%) (51.7%) (0.4%) (24.7%) (19.0%) (100.0%)
その他地域 1 1 61 34 01 6 8 6
(12.8%) (7.0%) (15.1%) (46.5%) (18.6%) (100.0%)
輸出開始年（t=0） 北米・欧州 アジア その他地域 停止 欠損 合計
北米・欧州 309 41 2 125 269 746
(41.4%) (5.5%) (0.3%) (16.8%) (36.1%) (100.0%)
アジア 86 487 1 432 570 1576
(5.5%) (30.9%) (0.1%) (27.4%) (36.2%) (100.0%)
その他地域 15 14 1 32 24 86
(17.4%) (16.3%) (1.2%) (37.2%) (27.9%) (100.0%)
輸出開始年（t=0） 北米・欧州 アジア その他地域 停止 欠損 合計
北米・欧州 221 40 2 113 370 746
(29.6%) (5.4%) (0.3%) (15.1%) (49.6%) (100.0%)
アジア 85 345 5 333 808 1576
(5.4%) (21.9%) (0.3%) (21.1%) (51.3%) (100.0%)
その他地域 16 8 1 30 31 86
(18.6%) (9.3%) (1.2%) (34.9%) (36.0%) (100.0%)
輸出開始3年後 (t=3)
輸出開始1年後 (t=1)
輸出開始5年後 (t=5)